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は
じ
め
に

　

二
〇
二
二
年
八
月
九
日
、
青
森
県
で
は
津
軽
地
方
を
中
心
に
、
前
線
の
停
滞
を
原

因
と
す
る
顕
著
な
大
雨
と
な
っ
た
。
県
の
発
表
に
よ
る
と
、
降
り
始
め
か
ら
の
七
二

時
間
総
雨
量
は
、
津
軽
地
方
各
地
で
三
〇
〇
〜
四
〇
〇
ミ
リ
以
上
と
な
り
、
観
測
史

上
一
位
を
記
録
す
る
豪
雨
と
な
っ
た
。
こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
県
内
で
は
住
家
被
害
全

壊
一
二
、
半
壊
四
三
八
、
浸
水
五
五
の
被
害
を
は
じ
め
、
津
軽
地
方
を
中
心
に
大
き

な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た）

1
（

。
こ
れ
ま
で
青
森
県
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
地
方
で
は
、

た
び
た
び
台
風
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
西
日
本
に
比
べ
て
水
害
リ
ス
ク
が
低
い
と
信
じ

ら
れ
る
向
き
も
あ
っ
た
が
、
近
年
の
気
候
変
動
の
な
か
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
す

で
に
三
度
の
台
風
が
東
北
地
方
へ
直
接
上
陸
（
二
〇
一
六
年
台
風
一
〇
号
、
二
〇
二

一
年
台
風
八
号
、
二
〇
二
四
年
台
風
五
号
）
し
た
り
、
ま
た
こ
の
数
年
で
は
毎
年
の

様
に
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
東
北
各
地
で
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
り
す
る

な
ど
、
も
は
や
東
北
地
方
に
お
い
て
も
台
風
や
洪
水
の
リ
ス
ク
を
前
提
と
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
す
る
と
、
人
命
や
財
産
に
対
す
る
甚
大
な
被
害
が
発
生

す
る
危
険
性
が
急
激
に
高
ま
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
地
域

社
会
で
保
持
し
て
き
た
文
化
財
や
歴
史
資
料
（
以
下
、「
歴
史
文
化
遺
産
」
と
総
称
）

に
も
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
急
速
に
高
ま
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
災
害

発
生
時
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後
の
復
旧
・
復
興
の
過
程
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ

る
。

一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
、
阪
神
大
震
災
は
芦
屋
市
津
知
町
を
襲
い
、
家
屋
に

壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
〔
中
略
〕
こ
の
大
震
災
に
よ
っ
て
、
文
書
を
含
む
文

化
財
が
破
壊
さ
れ
、
散
逸
す
る
の
を
憂
慮
し
、
そ
の
状
況
を
調
査
、
救
出
す
べ

く
、
阪
神
大
震
災
対
策
歴
史
学
会
連
絡
会
、
通
称
〝
史
料
ネ
ッ
ト
〞
が
結
成
さ

れ
て
精
力
的
に
活
動
を
は
じ
め
て
い
た
〔
中
略
〕（
史
料
ネ
ッ
ト
が
―
引
用
者

註
）
芦
屋
市
教
育
員
会
の
方
々
と
一
緒
に
、
津
知
町
の
小
山
家
の
跡
に
行
っ
て

調
べ
て
下
さ
っ
た
が
、
時
す
で
に
遅
し
、
文
書
の
入
っ
た
長
持
は
、
蓋
だ
け
残

し
て
す
べ
て
何
者
か
に
よ
っ
て
持
ち
去
ら
れ
た
後
だ
っ
た
の
で
あ
る）

2
（

。

　

こ
の
文
章
は
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
際
し
て
、
被
災
し
た
家
屋
に

保
管
さ
れ
て
い
た
歴
史
資
料
が
盗
難
に
遭
っ
た
事
例
で
あ
る
。
災
害
時
に
は
直
接
的

な
被
災
（
家
屋
倒
壊
に
よ
る
損
傷
、
津
波
に
よ
る
流
失
、
火
災
に
よ
る
焼
失
な
ど
）

の
ほ
か
、
復
旧
復
興
の
過
程
（
家
屋
解
体
に
と
も
な
う
廃
棄
・
売
却
）
や
被
災
地
の

混
乱
状
況
の
な
か
で
の
喪
失
（
盗
難
な
ど
）
な
ど
様
々
な
理
由
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で

保
持
さ
れ
て
き
た
地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
が
失
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
急
激
に
高
ま
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
よ
り
災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
東
北
地
方
で

は
、
こ
う
し
た
歴
史
文
化
遺
産
の
喪
失
リ
ス
ク
も
ま
た
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
高
ま
り

つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

〔
学
界
動
向
〕

大
規
模
自
然
災
害
と
歴
史
文
化
遺
産
の
レ
ス
キ
ュ
ー

 
―
青
森
県
に
お
け
る
資
料
ネ
ッ
ト
活
動
に
む
け
て
―

川
内　

淳
史
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こ
の
よ
う
な
災
害
時
の
歴
史
文
化
遺
産
に
対
し
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
地

震
災
害
や
風
水
害
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
の
も
と
、
そ
れ
ら
を
滅
失
の
危

機
か
ら
守
る
取
り
組
み
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
大
規
模
自
然

災
害
か
ら
歴
史
文
化
遺
産
を
守
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
「
資
料
ネ
ッ
ト
」
の
活
動

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
二
二
年
豪
雨
災
害
よ
り
始
ま
っ
た
青
森
県
で
の
活
動

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
自
然
災
害
か
ら
歴
史
文
化
遺
産
を
救

う
活
動
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
、
近
年
の
動
向
も
紹
介
し
な
が
ら
述
べ
て
い

き
た
い
。一　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
よ
り
は
じ
ま
る
「
資
料
ネ
ッ
ト
」
活
動

　

日
本
に
お
け
る
大
規
模
自
然
災
害
か
ら
歴
史
文
化
遺
産
を
守
る
組
織
的
な
取
り
組

み
は
、
一
九
九
五
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
よ
り
は
じ
ま
っ
た
。
神
戸
・

阪
神
間
と
い
う
日
本
有
数
の
大
都
市
部
で
発
生
し
た
こ
の
震
災
で
は
、
六
四
三
四
名

の
尊
い
人
命
を
は
じ
め
と
す
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
こ
の
被
害
は
被
災
地
で

歴
史
的
に
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
文
化
に
も
及
び
、
そ
れ
を
表
象
す
る
歴
史
文
化
遺
産

に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
兵
庫
県
内
の
文
化
財
被

害
は
、
国
指
定
四
六
件
、
県
指
定
五
四
件
、
市
町
指
定
四
三
件
の
計
一
四
三
件）

3
（

に
の

ぼ
っ
て
お
り 

、
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
未
指
定
文
化
財
や
民
間
所
在
の
歴
史
資
料
等

の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
発
災
当
初
は
そ
の
把
握
す
ら
困
難
な
状
況
に
置
か
れ

た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
歴
史
文
化
遺
産
の
散
逸
・
滅
失
を
防
ぐ
た
め
の
活
動
が

い
く
つ
か
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
関
西
に
拠
点
を
置
く
歴
史
学
系
学

会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
歴
史
資
料
保
全
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
史
料
ネ
ッ
ト
）

で
あ
る
。

　

史
料
ネ
ッ
ト
は
、
一
九
九
五
年
二
月
四
日
に
大
阪
歴
史
学
会
、
大
阪
歴
史
科
学
協

議
会
、
日
本
史
研
究
会
（
の
ち
に
京
都
民
科
歴
史
部
会
も
参
加
）
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
「
阪
神
大
震
災
対
策
歴
史
学
会
連
絡
会
」
の
情
報
窓
口
と
し
て
、
同
月
一
三
日

に
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
に
開
設
さ
れ
た
。
史
料
ネ
ッ
ト
は
被
災
自
治
体
や
地

域
住
民
と
協
力
し
な
が
ら
、
民
間
所
在
の
歴
史
資
料
を
中
心
に
救
済
・
保
全
活
動
を

実
施
し
た
。
翌
九
六
年
四
月
に
は
組
織
を
改
め
、
新
た
に
「
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
し
て
発
足
、
引
き
続
き
被
災
地
で
の
活
動
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
九
六
年

一
一
月
段
階
で
の
べ
参
加
者
数
八
七
六
名
、
被
災
家
屋
か
ら
の
歴
史
資
料
救
出
三
八

回
、
被
災
地
で
の
巡
回
調
査
三
七
回
、
歴
史
資
料
の
緊
急
仮
整
理
四
八
回
を
実
施
、

段
ボ
ー
ル
換
算
で
約
一
五
〇
〇
箱
の
歴
史
資
料
を
救
出
・
保
全
し
た）

4
（

。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
の
自
然
災
害
の
常
態
化
の
な
か
、
史
料
ネ
ッ
ト
と
同
様

な
取
り
組
み
を
行
う
団
体
が
全
国
で
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
災
害

時
に
専
門
家
・
非
専
門
家
の
垣
根
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
被
災
し
た
歴
史

文
化
遺
産
の
救
済
活
動
は
、
そ
の
後
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
る）

5
（

。
今
日
で
は
そ
れ

ら
は
「
資
料
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
資
料
ネ
ッ
ト
）
と
総
称
さ
れ
る
様
に
な
り
、

特
に
災
害
時
に
行
政
の
手
の
届
き
づ
ら
い
未
指
定
か
つ
民
間
所
在
の
歴
史
文
化
遺
産

の
救
出
・
保
全
活
動
を
主
に
担
う
存
在
と
し
て
、
二
〇
二
四
年
八
月
現
在
、
全
国
に

三
〇
を
超
え
る
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
る）

6
（

（
表
1
）。

　

こ
れ
ら
資
料
ネ
ッ
ト
の
活
動
は
、
前
述
の
よ
う
に
専
門
家
・
非
専
門
家
の
垣
根
を

超
え
た
多
様
な
主
体
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
組
織
形
態
も
様
々
で
あ
る
。

表
2
に
各
地
の
資
料
ネ
ッ
ト
の
活
動
形
態
の
例
を
掲
げ
る
が
、
い
く
つ
か
の
資
料

ネ
ッ
ト
で
は
事
務
局
が
大
学
（
特
に
国
立
大
学
）
に
置
か
れ
、
大
学
の
教
育
研
究
と
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【表 1】　各地の資料保全ネットワーク一覧（2024年 8 月現在）

No 名称 事務局所在地 成立経緯となった災害 備考

1 歴史資料ネットワーク（史料ネット） 兵庫県神戸市 阪神・淡路大震災（1995年 1月）

2 山陰歴史資料ネットワーク（山陰史料ネット） 島根県松江市 鳥取県西部地震（2000年10月）

3 愛媛資料ネット 愛媛県松山市

芸予地震（2001年 3月）

「芸予地震被災資料救出ネットワー
ク愛媛」より改称

4 広島歴史資料ネットワーク 広島県東広島市
「2018年西日本豪雨」を契機に再組
織化

5 資料ネットやまぐち 山口県山口市 活動休止中

6
NPO法人宮城歴史資料保全ネットワーク（宮城
資料ネット）

宮城県仙台市 宮城県北部地震（2003年 7月） 2007年NPO法人化

7 福井史料ネットワーク 福井県福井市 2004年福井豪雨（2004年 7月） 活動休止中

8 新潟歴史資料救済ネットワーク（新潟資料ネット） 新潟県新潟市 新潟県中越地震（2004年10月）

9 宮崎歴史資料ネットワーク（宮崎史料ネット） 宮崎県延岡市 2005年台風14号（2005年 8月）

10 岡山史料ネット 岡山県岡山市
2005年に予防型ネットとして設立、
「2018年西日本豪雨」を契機に実践
型組織に移行

11
ふくしま歴史資料保存ネットワーク（ふくしま
史料ネット）

福島県福島市
2010年11月「ふくしま文化遺産保存
ネットワーク」（2006年設立）より改組

12 NPO法人歴史資料継承機構（じゃんぴん） 東京都青梅市
2006年設立、静岡県伊豆、東京、埼
玉、千葉、茨城、長野などで活動

― 能登歴史資料保全ネットワーク ― 能登半島地震（2007年 3月） 2008年 3月解散

13 山形文化遺産防災ネットワーク（山形ネット） 山形県山形市 2008年 1月発足

14 岩手歴史民俗ネットワーク（岩手歴民ネット） 岩手県盛岡市

東日本大震災（2011年 3月）
15
茨城文化財・歴史資料救済・保全ネットワーク（茨
城史料ネット）

茨城県水戸市

16 地域史料保全有志の会 神奈川県相模原市 長野県北部地震（2011年 3月） 長野県栄村で活動

17
三重県歴史的・文化的資産保存活用連携ネット
ワーク（みえ歴史ネット）

三重県津市 事務局：三重県総合博物館

18 神奈川地域資料保全ネットワーク（神奈川資料ネット）神奈川県横浜市
2014年「神奈川歴史資料保全ネット
ワーク」より改称、現在活動休止中

19 歴史資料保全ネット・わかやま 和歌山県和歌山市 2011年台風12号（2011年 9月）

20
千葉歴史・自然資料救済ネットワーク（千葉資料
救済ネット）

千葉県千葉市

21 静岡県文化財等救済ネットワーク 静岡県静岡市
事務局：静岡県教育委員会文化財保
護課

22 歴史資料保全ネットワーク・徳島（徳島史料ネット）徳島県鳴門市

23 鹿児島歴史資料防災ネットワーク（鹿児島資料ネット）鹿児島県鹿児島市
2012年準備会活動開始、2018年正
式発足

24 長野被災建物・史料救援ネットワーク ― 長野県神城断層地震（2014年11月）

25
熊本被災史料レスキューネットワーク（熊本史
料ネット）

熊本県熊本市 熊本地震（2016年 4月）

26 信州資料ネット 長野県長野市 2019年台風19号（2019年10月）

27 東海歴史資料保全ネットワーク（東海資料ネット） 愛知県名古屋市

28 群馬歴史資料継承ネットワーク（ぐんま史料ネット）群馬県玉村町

29 とちぎ歴史資料ネットワーク（とちぎ史料ネット） 栃木県宇都宮市 2019年台風19号（2019年10月）

30 那須資料ネット 栃木県那須塩原市

31 高知地域資料保存ネットワーク 高知県高知市
「高知戦争資料保存ネットワーク」
（2016年設立）より2021年改称し、
地域資料全般を対象に

32 そうま歴史資料保存ネットワーク（そうま資料ネット）福島県相馬市 福島県沖地震（2022年 3月）

33 あおもり資料ネットワーク準備会 青森県弘前市 2022年 8月豪雨

34
いしかわ歴史資料保全ネットワーク（いしかわ
史料ネット）

石川県金沢市 能登半島地震（2024年 1月）
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る
。

　

東
北
地
方
は
他
地
域
に
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
県
域
が
広
く
、
青
森
県
か
ら
福
島
県

ま
で
南
北
約
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
広
大
な
面
積
を
有
し
、
他
地
域
に
比

べ
て
県
域
を
越
え
た
連
携
は
、
必
ず
し
も
容
易
な
条
件
に
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
近
年
で
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、
東
北
地
方
の

資
料
ネ
ッ
ト
は
連
携
し
て
歴
史
文
化
遺
産
の
救
出
活
動
に
取
り
組
む
事
例
が
増
え
始

め
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
二
一
年
二
月
と
二
〇
二
二
年
三
月
に
発
生
し
た
福
島
県

沖
地
震
に
際
し
て
は
、
主
な
被
災
地
が
宮
城
・
福
島
の
県
境
付
近
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
歴
史
資
料
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
宮
城
資
料
ネ
ッ
ト
）
と

ふ
く
し
ま
歴
史
資
料
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
ふ
く
し
ま
史
料
ネ
ッ
ト
）
は
発
災
当
初

よ
り
連
携
し
た
被
災
歴
史
文
化
遺
産
の
調
査
お
よ
び
救
済
保
全
活
動
を
展
開
し
、
ま

た
二
〇
二
二
年
に
地
元
住
民
が
中
心
と
な
っ
た
、
そ
う
ま
歴
史
資
料
保
存
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
そ
う
ま
資
料
ネ
ッ
ト
）
の
発
足
の
際
に
は
、
宮
城
資
料
ネ
ッ
ト
と
ふ
く
し

ま
史
料
ネ
ッ
ト
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
と
っ
た）

7
（

。

　

そ
し
て
、
二
〇
二
二
年
八
月
豪
雨
に
際
し
て
行
わ
れ
た
、
鰺
ヶ
沢
町
に
お
け
る
被

災
歴
史
文
化
遺
産
の
救
済
保
全
活
動
に
際
し
て
も
、
青
森
と
宮
城
の
県
域
を
越
え
た

活
動
が
行
わ
れ
た
。
筆
者
が
所
属
す
る
宮
城
資
料
ネ
ッ
ト
事
務
局
で
は
、
青
森
県
内

で
の
発
生
直
後
よ
り
、
報
道
等
を
通
じ
て
被
害
状
況
の
把
握
を
行
い
つ
つ
、
以
前
よ

り
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
弘
前
大
学
の
片
岡
太
郎
氏
（
文
化
財
科
学
）
と
瀧
本
壽
史
氏

（
日
本
近
世
史
）、
弘
前
市
立
博
物
館
の
小
田
桐
睦
弥
氏
（
近
世
災
害
史
）
に
連
絡
を

と
り
、
歴
史
文
化
遺
産
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
照
会
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
片
岡
氏

と
小
田
桐
氏
か
ら
は
、
鰺
ヶ
沢
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
の
中
田
書
矢
氏
よ
り
、
町
内

の
文
化
財
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
も
、
災
害
対
応
で
身
動
き
が
取
れ
な
い
旨
の
連
絡
が

【表 2】　資料ネットの活動構成の例

事務局 活動中心メンバーの構成

歴史資料ネットワーク 大学（神戸大学） 関西に事務局を置く歴史学会＋有志で構成

NPO法人宮城歴史資料保全ネットワーク 大学（東北大学） 在仙台の歴史研究者が中心となって構成

茨城文化財・歴史資料救済・保全ネットワーク 大学（茨城大学） 茨城大の教員・学生が中心になって構成

資料保全ネット・わかやま 大学（和歌山大学） 和歌山県内の資料保存機関職員が中心

山陰歴史資料ネットワーク 大学（島根大学） 鳥取・島根の歴史研究者が中心になって構成

山形文化遺産防災ネットワーク 大学（山形大学） 山形県内の大学・行政などの有志で構成

那須資料ネット 博物館（那須野が原博物館） 栃木県那須地域の博物館職員・郷土史研究者が中心

地域史料保全有志の会 個人宅 活動場所は長野県栄村、首都圏などの研究者中心（非会員制）

愛媛資料ネット 大学（愛媛大学） 愛媛大の研究者、郷土史団体（伊予史談会）、資料保存機関職員で構成

そうま歴史資料保存ネットワーク 民間（相馬商工会議所） 地元住民（郷土史研究者を含む）が中心

連
携
し
て
活
動
が
行
わ
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
形
態
を
と
ら

な
い
資
料
ネ
ッ
ト
も
珍
し
く
は
な

い
。
歴
史
文
化
遺
産
を
と
り
ま
く
状

況
は
、
各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や

状
況
に
応
じ
て
多
様
で
あ
り
、
資
料

ネ
ッ
ト
の
活
動
形
態
も
、
そ
う
し
た

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
　

二　

 
東
北
地
方
に
お
け
る
資
料

ネ
ッ
ト
活
動
と
「
あ
お
も

り
資
料
ネ
ッ
ト
」

　

全
国
に
広
が
る
資
料
ネ
ッ
ト
活
動

で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
東
北
地
方
は

資
料
ネ
ッ
ト
活
動
の
盛
ん
な
地
域
の

ひ
と
つ
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
図
1
に
、
二
〇
二
四
年
八

月
現
在
の
東
北
地
方
に
所
在
す
る
資

料
ネ
ッ
ト
を
掲
げ
る
が
、
現
在
、
東

北
地
方
に
は
秋
田
県
を
除
く
五
県
に

六
つ
の
資
料
ネ
ッ
ト
が
存
在
し
て
い
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来
て
い
る
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
宮
城
資
料
ネ
ッ
ト
側
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
て
青
森
・
宮
城
双
方
の
関
係
者
に
よ

る
打
合
せ
を
開
く
こ
と
を
提
案
し
、
そ
の
結
果
、
九
月
三
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
打

合
せ
を
実
施
し
た
。
そ
の
際
、
青
森
県
側
か
ら
は
上
記
の
三
名
に
伊
藤
由
美
子
氏

（
青
森
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
〔
当
時
、
現
・
青
森
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ

ン
タ
ー
〕）
が
加
わ
り
、
ま
た
宮
城
側
か
ら
は
筆
者
の
ほ
か
、
斎
藤
善
之
氏
（
宮
城

資
料
ネ
ッ
ト
理
事
長
）、
蝦
名
裕
一
氏
が
参
加
し
た
。
こ
の
打
合
せ
で
は
、
実
際
に

一
度
現
地
の
状
況
を
確
認
し
、
歴
史
文
化
遺
産
の
救
出
保
全
の
必
要
が
あ
っ
た
場
合

に
は
対
応
を
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
レ
ス
キ
ュ
ー
に
向
け
た

つ
な
が
り
と
し
て
「
あ
お
も
り
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
準
備
会
」
の
設
立
が
申
し
合
わ

さ
れ
た
。
こ
の
つ
な
が
り
を
も
と
に
、
一
〇
月
一
七
日
に
中
田
氏
の
案
内
の
も
と
で

鰺
ヶ
沢
町
の
被
災
状
況
の
確
認
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
舞
戸
正
八
幡
宮
所
蔵
資
料

の
水
損
被
害
が
判
明
し
た
。
資
料
は
そ
の
後
、
弘
前
大
学
の
片
岡
研
究
室
に
搬
出
の

上
、
学
生
を
中
心
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
整
理
が
進
め
ら
れ
、
二
〇
二
四
年
三
月
に
全

点
の
返
却
を
完
了
し
た）

8
（

。

　

災
害
時
に
お
け
る
歴
史
文
化
遺
産
の
本
格
的
な
救
済
保
全
活
動
は
、
お
そ
ら
く
今

回
が
青
森
県
に
お
い
て
は
初
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
活
動
が
一
定
の

成
果
を
お
さ
め
た
要
因
と
し
て
、
当
初
よ
り
あ
お
も
り
資
料
ネ
ッ
ト
準
備
会
と
い

う
、
歴
史
学
や
保
存
科
学
の
専
門
家
、
そ
し
て
地
域
と
密
な
関
係
を
築
い
て
い
る
行

政
の
文
化
財
担
当
者
が
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
る
「
場
」
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き

た
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
今
回
、
筆
者
を
含
め
た
宮
城
資
料
ネ
ッ
ト
の
メ
ン

バ
ー
が
活
動
に
加
わ
る
こ
と
で
、
他
地
域
で
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
活
動
実
践
の
経

験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
で
も
っ
て
、
青
森
県
内
の
関
係
者
の
背
中
を
押
し
、
活
動
の
一
歩
を

【図 1】　東北地方の資料ネットと対応した災害
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踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
も
―
手
前
味
噌
な
が
ら
―
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
で
あ

ろ
う
。

　

近
年
の
資
料
ネ
ッ
ト
活
動
で
は
、
こ
う
し
た
県
域
を
越
え
た
広
域
的
な
連
携
活
動

が
行
わ
れ
る
こ
と
は
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
近

年
の
大
規
模
災
害
の
常
態
化
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
二
〇
一
一
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
際
し
て
行
わ
れ
た
、
宮
城
や
福
島
な
ど
の
被
災
地
で
活
動
し
た
資
料

ネ
ッ
ト
に
対
す
る
、
全
国
の
資
料
ネ
ッ
ト
か
ら
の
広
域
支
援
の
経
験
が
大
き
い
。
こ

の
東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
取
り
結
ば
れ
た
、
全
国
の
資
料
ネ
ッ
ト
の
ゆ
る
や
か
な

連
携
体
制
を
維
持
し
、
災
害
時
に
お
け
る
資
料
ネ
ッ
ト
間
の
速
や
か
な
連
携
体
制
の

構
築
を
は
か
る
た
め
、
二
〇
一
五
年
か
ら
年
一
回
、「
全
国
史
料
ネ
ッ
ト
研
究
交
流

集
会
」
を
開
催
し
、
各
地
で
の
活
動
状
況
の
共
有
や
歴
史
文
化
遺
産
を
と
り
ま
く
諸

問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
と
も
に
、
活
動
に
参
加
す
る
全
国
の
人
々
の
交
流
の
機

会
を
も
っ
て
い
る）

9
（

。

　

人
口
減
少
社
会
の
中
で
地
域
社
会
の
縮
小
が
懸
念
さ
れ
る
現
在
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
地
域
の
力
だ
け
で
歴
史
文
化
遺
産
を
継
承
し
続
け
る
こ
と
は
、
す
で
に
限
界
が

見
え
始
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
・
継
承
に
向
け
て
は
、

地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
り
、
開
き

な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

三　

な
ぜ
歴
史
文
化
遺
産
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？

　

こ
の
よ
う
に
、
災
害
か
ら
歴
史
文
化
遺
産
を
守
る
資
料
ネ
ッ
ト
の
活
動
は
、
全
国

的
な
広
が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
災
害
で
歴
史

文
化
遺
産
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
が
、
社
会
の
共

通
認
識
と
し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
た
め
で
あ
る
。
す
べ
て
の
歴
史
文
化
遺
産
に
は
、

そ
の
地
域
に
紡
が
れ
て
き
た
歴
史
文
化
を
伝
え
る
固
有
の
「
価
値
」
が
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
歴
史
文
化
に
関
わ
る
多
く
の
人
に
と
っ
て
共
有
さ
れ
る
認
識
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
歴
史
文
化
遺
産
に
対
す
る
価
値
認
識
は
、
残
念
な
が
ら

す
べ
て
の
人
々
が
共
有
す
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、

二
〇
二
四
年
七
月
に
伝
え
ら
れ
た
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
の
展
示
の
一
時
休
止
に
際

し
、
奈
良
県
知
事
が
「
価
値
の
あ
る
も
の
は
残
し
て
、
そ
の
他
は
廃
棄
す
る
こ
と
も

検
討
す
る
」
と
発
言
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
歴
史
文
化
遺
産
の
「
価
値
」
の

有
無
（
こ
の
場
合
の
「
価
値
」
と
は
金
銭
的
・
経
済
的
価
値
な
の
か
、
そ
れ
と
も
指

定
／
未
指
定
に
分
別
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
文
化
財
的
な
「
価
値
」
な
の
か
、
捉
え
方

は
様
々
だ
ろ
う
）
を
問
題
に
す
る
向
き
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
「
価
値
」
が
無

い
と
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
廃
棄
も
已
む
な
し
、
と
な
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は

歴
史
文
化
遺
産
の
「
価
値
」
を
、
歴
史
文
化
の
点
の
み
か
ら
考
え
る
限
り
、
こ
う
し

た
論
理
に
十
分
に
抗
し
得
な
い
と
考
え
る
。
重
要
な
の
は
、
歴
史
文
化
遺
産
は
（
コ

ス
ト
を
か
け
て
で
も
）
後
世
へ
残
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
多
様
な
側

面
か
ら
「
価
値
」
付
け
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
で
は
な

ぜ
歴
史
文
化
遺
産
は
災
害
か
ら
守
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
。

　

災
害
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、
多
く
の
人
命
や
財
産
を
は
じ
め
、
多
く
の
も
の
を

「
喪
失
」
す
る
機
会
と
な
る
。
宮
前
良
平
は
、
災
害
時
の
「
喪
失
」
は
二
段
階
に
分

か
れ
て
起
こ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
被
災
に
よ
っ
て
直
接
、
物
理
的
に
何
か
を
失

う
「
第
一
の
喪
失
」
が
あ
り
、
そ
の
後
の
復
旧
復
興
の
過
程
で
生
じ
る
想
起
の
可
能
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性
の
喪
失
、
つ
ま
り
「
何
が
失
わ
れ
た
の
か
を
思
い
出
す
こ
と
が
な
く
な
る
」
と
い

う
「
第
二
の
喪
失
」
で
あ
る）

10
（

。
そ
し
て
、
こ
の
「
第
二
の
喪
失
」
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

失
わ
れ
よ
う
と
す
る
記
憶
を
取
り
戻
す
手
が
か
り
と
し
て
「
集
合
的
記
憶
」
を
対
置

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
論
じ
る）

11
（

。

　

こ
こ
で
言
う
「
集
合
的
記
憶
」
と
は
、
み
な
が
共
有
で
き
る
（
過
去
の
）
記
憶
で

あ
り
、
す
な
わ
ち
「（
地
域
の
）
歴
史
」
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま

り
こ
の
「
第
二
の
喪
失
」
と
は
、
奥
村
弘
の
言
う
、
災
害
時
に
生
じ
る
「
歴
史
意
識

の
断
絶
」
に
連
な
る
問
題
で
あ
る
。
奥
村
は
「
歴
史
意
識
の
断
絶
」
が
生
じ
る
と
、

被
災
地
の
歴
史
文
化
と
災
害
前
の
地
域
社
会
の
歴
史
文
化
と
の
間
に
乖
離
が
起
こ

り
、
そ
の
結
果
、
歴
史
資
料
等
の
隠
蔽
や
廃
棄
に
つ
な
が
り
、
そ
の
こ
と
が
さ
ら
に

過
去
か
ら
現
在
へ
と
続
く
地
域
の
歴
史
意
識
の
切
断
を
拡
大
す
る
こ
と
に
も
な
る
と

す
る
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
事
態
は
、
被
災
し
た
地
域
社
会
の
歴
史
性
や
生
活
を
無
視

し
た
「
便
乗
復
興
論
」
が
跋
扈
す
る
土
壌
と
も
な
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

る）
12
（

。
す
な
わ
ち
歴
史
文
化
を
無
視
し
た
復
旧
復
興
は
、
地
域
社
会
を
破
壊
す
る
危
険

性
す
ら
持
つ
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
近
年
の
災
害
研
究
で
は
、
災
害
に
強
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
は

「
災
害
文
化
」
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
指
摘
さ

れ
る
「
災
害
文
化
」
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
災
害
に
対
す
る
知
識
・
伝
承
、
す
な
わ
ち
歴

史
的
に
伝
わ
っ
て
き
た
〝
防
災
の
知
恵
〞
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
松

下
正
和
は
、
そ
の
よ
う
な
「
災
害
文
化
」
が
、
そ
れ
単
体
と
し
て
継
承
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
通
常
は
地
域
の
歴
史
文
化
の
一
部
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歴

史
文
化
遺
産
を
守
り
伝
え
、
そ
れ
を
活
用
し
た
地
域
の
歴
史
文
化
の
継
承
、
そ
し
て

災
害
か
ら
歴
史
文
化
遺
産
を
守
り
、
後
世
へ
伝
え
る
行
為
そ
の
も
の
が
、
災
害
に
強

い
地
域
を
作
る
「
災
害
文
化
」
の
礎
と
な
る
と
論
じ
る）

13
（

。
す
な
わ
ち
地
域
の
豊
か
な

歴
史
文
化
を
継
承
す
る
こ
と
は
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
と
い
う
点
に
お
い
て

は
、
強
靱
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
こ
と
と
同
じ
く
ら
い
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
を
支
え
る
の
は
歴
史
文
化
遺
産
の
確
か
な
保
全
・
継
承
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
一
方
で
、
歴
史
文
化
遺
産
の
存
在
は
、
被
災
し
た
地
域
や
人
び
と
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。
Ｊ
・
Ｆ
・
モ
リ
ス
は
、
災
害
時
の
心
理
社
会
支

援
の
観
点
よ
り
、
災
害
時
の
歴
史
文
化
遺
産
の
救
出
保
全
活
動
に
は
被
災
し
た
人
々

の
人
間
関
係
を
、
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
時
間
軸
に
沿
っ
て
修
復
し
、
被
災
者

の
精
神
衛
生
状
況
に
と
っ
て
大
き
な
支
え
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
論
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る）

14
（

。
換
言
す
れ
ば
、
災
害
か
ら
歴
史
文
化
遺

産
を
救
い
、
守
る
こ
と
は
、
被
災
し
た
人
び
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「（
心
の
）
復

興
」
の
た
め
に
こ
そ
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
歴

史
文
化
遺
産
と
い
う
「
モ
ノ
」
を
救
う
活
動
（
だ
け
）
で
は
な
く
、
そ
れ
と
と
も
に

あ
る
地
域
の
「
人
」
を
救
う
た
め
の
活
動
と
し
て
、
こ
の
活
動
は
再
定
義
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
、
最
近
で
は
国
際
的
に
も
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め

て
い
る
。
パ
リ
に
本
部
を
置
く
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
機
関
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
文
化
財
保

存
修
復
研
究
国
際
セ
ン
タ
ー
」（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
）
が
二
〇
一
八
年
に
発
行
し
た

『F
irst A

id
 to

 C
u

ltu
ral H

e
ritag

e
 in

 T
im

e
s o

f C
risis

』（
緊
急
時
の
文
化
遺
産
の

フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド）

15
（

）
で
は
、
災
害
時
の
歴
史
文
化
遺
産
の
レ
ス
キ
ュ
ー
を
、
防
災

や
復
興
全
体
の
プ
ロ
セ
ス
に
位
置
付
け
て
実
施
さ
れ
る
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る

が
、
そ
の
序
文
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

文
化
は
待
っ
た
な
し
で
す
。〔
中
略
〕
写
真
、
資
料
、
宗
教
的
な
遺
物
や
個
人
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の
所
有
物
、
伝
統
、
建
造
物
な
ど
、
人
々
の
繫
が
り
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や

生
活
の
拠
り
所
と
な
る
も
の
は
、
破
壊
や
強
制
退
去
の
渦
中
に
あ
っ
て
も
、
重

要
な
も
の
な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
文
化
遺
産
を
守
っ
た
り
保
護
し
た
り
す

る
活
動
は
遅
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
く
、
緊
急
時
下
で
の
人
道
支
援
や
そ
の
後
の

人
道
支
援
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
支
援

の
目
標
は
す
べ
て
、
人
々
が
ト
ラ
ウ
マ
を
克
服
し
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と

に
あ
る
た
め
な
の
で
す）

16
（

。

　

す
な
わ
ち
災
害
時
の
歴
史
文
化
遺
産
レ
ス
キ
ュ
ー
は
「
人
」
を
救
う
た
め
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、（
優
先
順
位
は
あ
る
に
せ
よ
）
他
の
復
旧
復
興
事
業
に
劣
る
、
不

要
不
急
の
活
動
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
国
際
的
に
も
承
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
総
じ
て
言
え
ば
、
地
域
の
歴
史
文
化
や
歴
史
文
化
遺
産
に
は
、
災
害

か
ら
再
び
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
人
び
と
を
支
え
、
救
う
可
能
性
と
力
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
災
害
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
と
き
、
歴
史
文
化
や
歴
史
文
化

遺
産
は
こ
の
よ
う
な
新
た
な
「
価
値
」
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
災
害
時
に
お
け
る
「
資
料
ネ
ッ
ト
」
活
動
と
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
歴
史
文

化
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
全
国
的
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
資
料
ネ
ッ
ト
活

動
が
、
二
〇
二
二
年
八
月
豪
雨
を
き
っ
か
け
に
、
青
森
県
で
も
よ
う
や
く
始
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
今
回
の
豪
雨
災
害
対
応
に
参
加
し
た
小
田
桐

氏
、
蝦
名
氏
と
と
も
に
、
か
つ
て
青
森
県
に
お
け
る
資
料
ネ
ッ
ト
活
動
の
必
要
性
を

提
唱）

17
（

し
た
こ
と
の
あ
る
筆
者
と
し
て
は
正
に
念
願
で
あ
り
、
活
動
の
正
式
発
足
に
向

け
て
尽
力
さ
れ
て
い
る
片
岡
氏
を
は
じ
め
と
す
る
青
森
県
内
の
関
係
者
に
、
心
か
ら

敬
意
を
表
す
る
。
今
後
も
仙
台
か
ら
ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

お
力
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

あ
お
も
り
資
料
ネ
ッ
ト
で
は
、
現
在
、
青
森
県
全
域
の
連
絡
体
制
の
あ
り
方
や
必

要
性
を
検
討
し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。
気
候
変
動
の
時
代
に
お
い
て
災
害
が
常
態
化
す
る
な
か
、
災
害
か
ら
歴
史
文
化

遺
産
を
守
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
は
、
青
森
県
の
歴
史
文
化
遺
産

を
後
世
へ
と
伝
え
る
た
め
に
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
ぜ
ひ

本
稿
を
お
読
み
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ま
は
、
今
後
の
あ
お
も
り
資
料
ネ
ッ
ト
の
動
向

に
注
目
い
た
だ
き
、
願
わ
く
は
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
か
ん
こ
と

を
、
他
地
域
で
資
料
ネ
ッ
ト
活
動
に
参
加
す
る
者
と
し
て
、
ま
た
青
森
県
で
生
ま
れ

育
っ
た
者
と
し
て
、
心
よ
り
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

註（
1
）「
令
和
四
年
八
月
三
日
か
ら
の
大
雨
に
係
る
被
害
等
の
状
況
に
つ
い
て
（
第
二
八
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／
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1
E

A
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（
二
〇
二
四
年
五
月
二
一
日
閲
覧
）。

（
2
）
網
野
善
彦
『
古
文
書
返
却
の
旅
―
戦
後
歴
史
学
の
一
齣
―
』（
中
央
公
論
新
社
、

一
九
九
九
年
）
一
一
五
―
一
一
七
頁
。

（
3
）
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
協
会
編『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
誌
』第
一
〇
巻（（
財
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
協
会
、
二
〇
〇
五
年
）
一
七
八
頁
。

（
4
）
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
史
料
ネ
ッ
ト
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
歴
史
資
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料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
報
書
』（
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
資
料
ネ
ッ
ト
活
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
奥
村
弘
『
大
震
災
と
歴
史
資
料
保
存
―

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
東
日
本
大
震
災
へ
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）、

お
よ
び
川
内
淳
史
「
大
規
模
自
然
災
害
と
資
料
保
存
―
「
資
料
ネ
ッ
ト
」
活
動
を
中

心
に
―
」（
佐
藤
孝
之
、三
村
昌
司
編
『
近
世
・
近
現
代 

文
書
の
保
存
・
管
理
の
歴
史
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
）、
川
内
淳
史
「
歴
史
資
料
を
守
り
、
伝
え
る
た
め
に
―

大
規
模
自
然
災
害
か
ら
の
地
域
歴
史
資
料
救
出
・
保
全
か
ら
考
え
る
―
」（『
市
史
せ

ん
だ
い
』
三
〇
号
、
二
〇
二
一
年
）、
川
内
淳
史
「
災
害
と
「
ア
ー
カ
イ
ブ
」
―
歴

史
資
料
の
防
災
と
災
害
記
録
の
継
承
―
」（『
都
市
問
題
研
究
』
一
一
三
巻
四
号
、
二

〇
二
一
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
6
）
最
近
の
各
地
の
資
料
ネ
ッ
ト
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
群
馬
歴
史
資
料
継
承
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
編
『
群
馬
の
歴
史
資
料
を
未
来
へ
―
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
始
め
―
』

（
群
馬
歴
史
文
化
遺
産
発
掘
・
活
用
・
発
信
実
行
委
員
会
、
二
〇
二
一
年
）、
天
野

真
志
、
後
藤
真
編
『
地
域
歴
史
文
化
継
承
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
文
学
通
信
、
二
〇
二

二
年
）
を
参
照
。

（
7
）
阿
部
浩
一
「
そ
う
ま
ネ
ッ
ト
発
足
の
意
味
」（
そ
う
ま
歴
史
資
料
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
編
『
そ
う
ま
歴
史
資
料
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
そ
う
ま
の
歴
史
を

守
る
・
つ
た
え
る
」
二
〇
二
三
報
告
書
』
そ
う
ま
歴
史
資
料
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

二
〇
二
四
年
）。

（
8
）
舞
戸
正
八
幡
宮
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
の
活
動
に
つ
い
て
、
青
森
側
か
ら
の
視
点
、

お
よ
び
救
出
後
の
保
全
作
業
に
つ
い
て
は
、
片
岡
太
郎
、
上
村
観
月
、
小
田
桐
睦
弥

ほ
か
「
令
和
四
年
八
月
の
大
雨
に
よ
り
水
損
し
た
青
森
県
鰺
ヶ
沢
町
舞
戸
正
八
幡
宮

蔵
史
資
料
の
保
全
活
動
」（『
人
文
社
会
科
学
論
叢
（
弘
前
大
学
）』
一
七
号
、
二
〇

二
四
年
）
に
詳
し
い
た
め
、
本
稿
と
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）
川
内
淳
史
「
資
料
保
全
活
動
二
〇
年
の
意
義
―
『
全
国
史
料
ネ
ッ
ト
研
究
交
流
集

会
』
の
報
告
を
通
じ
て
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
九
三
五
号
、
二
〇
一
五
年
）、
川
内

淳
史
「
全
国
史
料
ネ
ッ
ト
研
究
交
流
集
会
」（
天
野
真
志
、
後
藤
真
編
『
地
域
歴
史

文
化
継
承
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
文
学
通
信
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
参
照
。

（
10
）
宮
前
良
平
『
復
興
の
た
め
の
記
憶
論
―
野
田
村
被
災
写
真
返
却
お
茶
会
の
エ
ス
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
―
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）
一
五
二
―
一
五
四
頁
。

（
11
）
同
右
、
一
五
九
頁
。

（
12
）
前
掲
註
（
5
）
奥
村
書
、
一
一
頁
。

（
13
）
松
下
正
和
「
災
害
文
化
の
継
承
に
向
け
て
」（『
歴
史
科
学
』
二
〇
四
号
、
二
〇
一

一
年
）。

（
14
）
Ｊ
・
Ｆ
・
モ
リ
ス
、
上
山
眞
知
子
「
歴
史
資
料
保
全
と
災
害
支
援
試
論
―
モ
ノ
か

ら
人
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
心
理
社
会
的
支
援
」（
東
北
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
二
〇

二
一
年
）。

（
15
）
日
本
語
版
は
、
上
山
眞
知
子
編
、
上
山
、
Ｊ
・
Ｆ
・
モ
リ
ス
、
佐
藤
大
介
訳
『
緊

急
時
の
文
化
遺
産
の
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
』（
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
、

二
〇
二
二
年
）
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。
全
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0
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w
e
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d
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に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
同
右
、
六
頁
。

（
17
）
白
石
睦
弥
、
川
内
淳
史
、
蝦
名
裕
一
「『
あ
お
も
り
資
料
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

の
提
案
」（『
津
軽
学
』
九
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
か
わ
う
ち
・
あ
つ
し　

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
准
教
授
）


